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図 1 ヴェネツィアの原風景 [1]
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　By forming the section is made in each island, and that it was not possible way is to correspond 
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　ヴェネツィアでは、全体をむりやり統合するような大
がかりな都市の再構成はなされず、各島で、ばらばらに
地区の形成が展開していった。運河際と内部のカンポを
結ぶ道の多くも、その島の中で完結するものとして考え
られていた。そのため、都市の統合を目的として島と島
の間を橋で結ぶことが必要となった際には、対応してい
ない道と道の間に多少強引に曲げて橋を架けたり、運河
沿いに短い歩道を付け足して架けられた。
　このように島ごとに地区の形成がなされたことで、高
密化した後に陸路の整備が必要となった際に、橋で島と
島を結ぶのに道が対応させることができなかったこと
で、特徴的な橋が生まれたのではないかと考える。
　ヴェネツィアにどの様な特徴的な橋が架けられている
のかを明らかにし、ヴェネツィアの都市形成を橋という
視点から読み解くことを目的とする。
２．ヴェネツィアの発展段階
(1) 原風景
　ヴェネツィアの都市形成の歴史は、5,6 世紀にフン族
やゴート族、ロンバルディア族などの北方異民族がアル
プスを越えてイタリアに現れ、その侵入から逃れてラ
グーナ（干潟）の島々に移り住んでいた人々が、より強
固な国家の建設のため 811 年に現在ヴェネツィアと呼ば
れる島々に移り、干拓・造成によって面積をふやしなが
ら都市を建設したことから始まった。
(2) 陸の交通網
　多核都市として出発したヴェネツィアでは、その後
も、全体をむりやり統合するような大がかりな都市の再
構成はなされず、むしろ各島の内部で個別の事情に従い
ながら個々ばらばらに地区の形成が展開していった。運
河際と内部のカンポを結ぶ道の多くも、その島の中で完
結する、ネットワークとして考えられていた。従って、
都市の統合を目的として島相互の間を橋で結ぶことが必
要となった際には、対応していない道と道の間に多少強
引にでも曲げて橋が架けられたり、運河沿いに短い歩道
を付け足してつじつまを合わせることも多かった。この
ような「ポンテ・ストルト（PonteStorto・曲がった橋）」（図
2）がヴェネツィアにはいたる所に存在する。こうして、
非計画的で有機的な形態をとる、迷路状のヴェネツィア
独特の都市構造が生まれたのである。[2]
１．研究目的
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図 2 Sestiere Castello に架かるポンテ・ストルト
(3) 向水性から求心性へ
　ヴェネツィアの場合、すでに述べたようなラグーナの
島の上に分散的な居住核（教区に対応） を築いていた古
くからの中心部では、それを母体として、各島がそれぞ
れ求心的な構造をもつことになった。中心に、教会堂の
あるカンポがあり、そこから周辺へ水際まで伸びる道路
網によって島のすみずみまで組織された。住民の生活
も、このカンポを中心に地区としての積極的なまとまり
をもち始めた。各地区の形成において、従来の、とくに
上層市民に見られたような水に向けて館を構えようとす
る向水性に加え、島の内側のコミュニティの核を中心に
まとまろうとする求心性の原理が働くようになった。こ
うして集合性の強い住環境がそれぞれの島に形成され
た。そしてこの過程で、水辺の空間（運河） に対する陸
の都市空間（広場、道）の重要性が次第に大きくなって
いったと考えられる。
(4) 時代に対応する中世的空間
　16 ～ 18 世紀のヴェネツィアにあっては、パラッツォ
全体を新たに建造することは、大運河に面した富豪の貴
族住宅を除けばめったに実現せず、再建といってもほと
んどの場合が、既存の建物の構造を生かしながら階段や
玄関ホールを中心に改造を行い、その上に新しい様式で
ファサードと内部の天井や壁の化粧直しを行うというも
のであった。
　ヴェネツィアの一般の貴族にとっては、都市活動の高
揚したゴシック期に、生活・機能、さらに立地条件と結
びついて合理的、機能的にでき上がった建築の伝統的構
成を、あえて崩す必要はなく、むしろそれを財産として
継承し、そのうえにルネサンスの代表的な容貌をつけ加
えることで、十分新しい時代に対応できたのである。
(5) 運河の埋め立てによる動線整備
　19 世紀になると、それまでリアルト橋しか架かって
いないカナル・グランデに大きな変化が起こる。
　1841 年から 1845 年にかけてヴェネツィアの北西と
大陸をつなぐ鉄道橋が建設され、1846 年 1 月に開通し
た。それまでの海との独占的な強いつながりは失われ、
陸地を向かざるをえなくなったのである。また、衛生状
態の改善と徒歩交通の充実を目的とした運河の埋め立て
事業 ( リオ・テラ化 ) がさかんに行われた。[3]
　リオ・テラが生まれると同時に、カナル・グランデ
には橋が架けられていった。1854 年のアカデミア橋、
1858 年に駅前に架けられたスカルツィ橋である。これ
までカナル・グランデにはリアルト橋しか架かっておら
ず、トラゲット（渡し舟）によって渡されていた。この
2 つの橋が架けられたことにより陸路の動線整備が必要
になり、運河を埋め立てることで整備が行われた。橋が
架けられることにより、周辺地域も変化を余儀なくされ
た。[4]
図 3 運河を埋め立てる様子
３．橋の特性
(1) 橋の特徴
a）材料・構法
・材料
　ヴェネツィアの橋は現在多くが石橋となっており、木
や鉄の橋は石橋と比べると少ない。1500 年に描かれた
バルバリの鳥瞰図には、木の橋や石の橋は、どちらも数
多く描かれている。
　石の橋には手摺が描かれているものといないものがあ
ることから、この時代には手摺のついた橋は一般的では
なかったことが伺える。手摺のある橋は石の橋であり、
また手摺がある橋は大きな教会前の広場に架けられてい
たり、幹線道路と思しき道に多くあることからも重要性
の高い所に多く存在しているものと考えられる。
図 4 15 世紀鳥瞰図に描かれている木の橋 [5]
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図 5 15 世紀鳥瞰図に描かれている石の橋
・構法
　橋は様々な橋があるが、形状的な構造に関しては太鼓
橋・桁橋・跳ね上げ橋の 3 つの橋が架けられている。
　太鼓橋は、ヴェネツィアで最もポピュラーな橋であ
り、いたる所に架かっている。鳥瞰図を見てみても太鼓
橋は多い。
　水平な橋は、木造の橋や鉄橋として架かっている。
　跳ね上げ橋は、15 世紀の鳥瞰図を見るとアルセナー
レへの運河に架かる橋とリアルト橋が跳ね橋であること
がわかる。この頃は帆船であったため、橋を上げないと、
大きな船は通過することができないことから跳ね橋が架
けられていたものと推測する。
図 6 現在架けられている桁橋
図 7 現在架けられている太鼓橋
b）機能・形態
・ポンテ・ストルト（Ponte Storto)
　対応していない道と道の間に強引に斜めに橋が架けら
れたり、運河沿いに道を付け足して無理やり架けている
橋を Ponte Storto（斜めに架かる橋・捩れた橋）と呼ぶ。
・ポンテ・プリヴァーティ（ Ponte Privati）
　特定の建物にのみ架かる‘私的な橋’であり、公共の
広場や道から架けられていることが多い。私的な橋であ
るため、公共の道に架かる橋に比べて形状に自由度が高
く様々な橋がある。
・ポンテ・イングレッソ（Ponte Ingresso）
　公共の橋に個人の邸宅の入口が付属している点が、 この
橋の大きな特徴である。 橋幅を広げて建物入口を設けるス
ペースが作られている。 私的な橋の機能が公共の橋に付属
しているものは珍しい。
・ポンテ・ラルゴ（ Ponte largo）
　この橋は直線的でどこにでもある一般的な橋と変わら
ないように見えるが、道幅より広くなっている。
図 8 各分類の平面図
（2）名称
a）場所的由来
　ヴェネツィアの橋の名称の中で最も多い由来が場所的
由来である。橋が架かる周辺の教会や商店・生業が広場
や通り・運河・橋などの名称となっている [6]。現在そ
の由来の建物や生業がない場合もあり、その名からヴェ
ネツィアのかつての情景を思い起すこともできる。
・Aseo アセオ
　「アチェート」（酢）のヴェネツィア訛り。サン・マル
クオラ教区には 15 世紀ごろに酢の工場があったことか
ら、アセオ通りと橋がある。
b）形態的由来
　形態的由来はその名のとおり、名前に橋の形態がつい
ているものだ。そのため、橋自体の形態が特徴的なもの
が多い。
・Bande バンデ
　「手すり・欄干」の意。サンタ・マリア・フォルモー
ザ聖堂の近くの橋は、落下防止の手すりがついていたこ
とからバンデ橋と呼ばれた。このことから、かつて手す
りのついていた橋が珍しかったことが伺える。
c）文化的由来
　この由来は、橋で繰り広げられた歴史や文化に由来す
る名称。実話だけでなく、空想から名がつけられている。
・Sospiri ソスピーリ
　「ため息」の意。牢獄とパラッツォ・ドゥカーレをつ
なぐ橋は「ため息橋」と呼ばれる。牢獄に移送される囚
人がこの橋の小さな窓からヴェネツィアの町を眺め、こ
れが見納めかとため息をついたというロマンチックな空
想からこの名がついた。
４. 機能的・形態的特徴
（1）特徴
　都市の統合を目的として島々を結ぶことが必要になっ
た際（陸路の重要性が増した時）に、対応していない道
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るためだけに架けられているタイプ。その中でも広場や
道が建物入口と対応していないために曲げて架けざるを
得なかった橋をポンテ・ストルトの分類の 1 つとする。
図 12 ポンテ・プリヴァーティのアクソノメトリック
e）ポンテ・イングレッソ（Ponte Ingresso）
　橋に建物入口が設けられているタイプ。橋幅を道より
広げることで、建物入口にもアクセスできる。また、幅
を広くとることで曲げずに架けている橋が多い。
図 13 ポンテ・イングレッソのアクソノメトリック
f）ポンテ・ラルゴ（Ponte Largo）
　この橋自体は斜めに架けられていないものの、橋の幅
を拡げることで道と道を無理やり対応させているタイ
プ。このタイプに入口がついたものはポンテ・イングレッ
ソとなる。
図 14 ポンテ・ラルゴのアクソノメトリック
　これらのタイプは必ずしも 1 つだけに当てはまるだけ
ではなく、複数のタイプに分類することができる。
と道の間に強引に斜めに橋が架けられたり、運河沿いに
道を付け足して無理やり架けていたりした橋をポンテ・
ストルト（斜めに架かる橋・捩れた橋）と呼ぶ。
a）ポンテ・ストルト（Ponte Storto）
　このタイプはポンテ・ストルトの典型的なタイプであ
る。両脇が建物で構成されている道や広場に架かるタイ
プ。
図 9 ポンテ・ストルトのアクソノメトリック
b）ポンテ・フォンダメンタ（Ponte Fondamenta）
　この橋はフォンダメンタ（運河沿いの道）に架かるタ
イプ。このタイプは必ずしも橋自体が曲がっているわけ
ではなく、橋を架けるためだけにフォンダメンタが延ば
されている橋もある。
図 10 ポンテ・フォンダメンタのアクソノメトリック
c）ポンテ・ソトポルテゴ（Ponte Sotoportego）
　このタイプは、ソトポルテゴ（建物の下を通過するト
ンネル状の道）に架かる橋。
図 11 ポンテ・ソトポルテゴのアクソノメトリック
d）ポンテ・プリヴァ―ティ（Ponte Privati）
　この橋は公共の橋ではなく、個人の邸宅にアクセスす
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ての船は帆船であったために現在の船よりも帆の分高さ
があったために、橋をいくら高く架けても大きな船は通
れなかった。そのため、橋を跳ね上げることで通過する
ことができるようにしたのだ。リアルト橋は橋の中央部
分だけを跳ね上げることでこれを可能にしている。中に
は跳ね上げの様な大仰な仕掛けではないものの、橋の中
央部分を取り外しできるように板を渡すだけにすること
で船が通過できるようになっている橋もあったようだ。
「Toletta（小さな板）」という名の橋があるように、か
つては板を渡しただけの橋が架けられていたことから
も、部分的に板を渡した橋が架けられていたことも想像
できる。
　
図 17 桁橋・太鼓橋・跳ね上げ橋等の分布図
　図 18 は木の橋と桁橋の分布図を合わせたものである。
図からは木の橋の多くが桁橋であることが読み取れる。
　図 19 は鉄の橋と桁橋・太鼓橋の分布図を合わせたも
のである。図をみると、鉄の橋は桁橋・太鼓橋がそれぞ
れ半数程度の割合となっていることがわかる。鉄の桁橋
は私有の橋が多く、公共の橋は約半数ほどである。公共
の橋は鉄の橋においても太鼓橋であることが多い。これ
は先にも述べたが、オーストリア統治下に置かれた時代
では陸からの視点で橋が架けられていた。この時代の橋
は欄干のデザインを重視している。しかし、強いスカイ
ラインはヴェネツィアの人々にはあまり好まれず、後に
架け直された橋もいくつかある。このことから、公共の
橋を架ける際には鉄の橋においても太鼓橋を架けること
が一般的になったものと考える。
図 18 木の橋と木の桁橋の分布図
（1）構法・材料
　ヴェネツィアには木・石・鉄の３つの橋が架けられて
おり、図 15 を見ると石の橋が大多数を占めていること
がわかる。木の橋の分布を見ると、中心部にはほとんど
なくカンナレージョ地区（Sestiere Cannaregio）やド
ルソドゥーロ地区（Sestiere Dorsoduro）などの外れに
架けられていることがわかる。この分布は 15 世紀の鳥
瞰図にも見受けられる。サン・マルコ広場の中心には、
石の橋が数多く架けられており、木の橋は重要性（政治
性・宗教性）の低い場所に架けられている。鉄の橋は広
範囲に分布している。鉄の橋は、ヴェネツィアがオース
トリアの支配下にあった時代に架けられたものが多い。
この時代は、運河の埋立が盛んに行われた時期であり、
都市全体が陸としての性格を強めた時代である。図 16
は 1850 年から 1870 年に建設された橋の分布である。20
年の間に 17 本もの橋が架けられていることから、歩行
空間に力を入れる動きが見受けられる。
図 15 木・石・鉄の橋の分布図
図 16 1850 ～ 1870 年に架けられた橋
　ヴェネツィアに架かる橋は太鼓橋・桁橋・跳ね上げ橋
である。ヴェネツィアの橋は前述したように石の橋が大
多数を占めている。そのため、太鼓橋が多い。図 17 を
見ても、そのことが見て取れる。桁橋はヴェネツィア全
体にかかる橋の２割程度であり、跳ね上げ橋に至って
は 1 本のみしか架けられていない。跳ね上げ橋は 15 世
紀の鳥瞰図においてもそれほど見られない。リアルト橋
とアルセナーレへと続く運河に架かる 2 本の橋をあわせ
た 3 本のみである。跳ね上げ橋が架けられたのは、かつ
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1. Ponte della Corona a S.Givanni Novo (1850)
2. Ponte Storto o Pinelli ai Ss. Givanni e Paolo (1851-52)
3. Ponte dei Penini a S. Martino (1852)
4. Ponte della Turlona a S. Marziale (1852)
5. Ponte dellAcquavita ai Ss. Apostorli (1853)
6. Ponte della Malvasia vecchia a S. Maurizio (1853)
7. Ponte dei Ragusei ai Carmini (1853-54)
8. Ponte dell'Accademia alla Carità  (1854)
9. Ponte degli Scalzi o di S. Lucia alla stazione ferroviaria (1857-58)
10. Ponte della Latte a S.Giovanni Evangelista (1858-60)
11. Ponte di S. Antonio alla Maddalena (1860)
12. Ponte M. Polo dietro il teatro Malibran)(1861)
13. Ponte de Ghetto Nuovo (1868)
14. Ponte dell'Arco a S. Antonio (1868)
15. Ponte S.Andrea sul rio de S.Adrea(1868)
16. Ponte Corrente sul rio de S.Adrea(1868)
17. Ponte Renier a S. Margherita (1870)
Giandomenico Romanelli, Venezia Ottocento
―Materiali per una storia architettonica e urbanistica della città  nel secolo XIX,
Roma, Officina Edizioni, 1977
５.橋から読み解くヴェネツィア
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図 19 鉄の桁橋と鉄の太鼓橋の分布図
（2）形態的・機能的特徴
　図 20 は、ポンテ・ストルト型の橋の分布図である。
分布図を見ると、比較的広範囲に分布していることがわ
かる。この分布図に S. ムラトーリのヴェネツィアの初
期形成段階の概念図 [7] を重ねてみる（図 21）。その結
果、ポンテ・ストルトの多くが干拓・造成によって形作
られた島ではなく、元々存在していた島に多く架けられ
ていることがわかる。このことからポンテ・ストルトは、
各島の内部で個別の事情に従いながら個々ばらばらに地
区の形成が展開したために、対応していない道と道の間
に強引に曲げて架けられた橋であると考えることができ
る。
　次にポンテ・イングレッソは、2,3 章での事例の考察
からその多くが 15 世紀以前に建物の入口が付属する形
状では架けられていないことがわかった。現在ポンテ・
イングレッソが架かる場所には、バルバリの鳥瞰図では
建物入口が付属しているタイプの橋は架けられておら
ず、公共の道にのみ架かるものや、公共の道への橋と建
物入口への橋が個々に架けられているものなど、鳥瞰図
で確認できる橋の中にはポンテ・イングレッソは見受け
られなかった。しかし、建物入口にはゴシックアーチの
ついているものもある。ゴシック建築は 14,15 世紀の建
築であることから、橋が架けられていないことに矛盾す
ることになるが、前述したように鳥瞰図に描かれている
橋の中にはポンテ・イングレッソ型の橋は描かれていな
い。建物入口に架けられていたとしても、図 23 の様に
別々に架けられていたものと思われる。また、15 世紀
の鳥瞰図には、ポンテ・ラルゴのタイプも存在しないよ
うに思われる。ポンテ・イングレッソの多くはこれに該
当するが、架けられておらず、ポンテ・ラルゴについて
もバルバリの鳥瞰図では見受けられない。このことか
ら、ポンテ・イングレッソ、ポンテ・ラルゴは 15 世紀
以降に架けられたタイプであることがわかる。
図 24 は、橋の機能的・形態的特徴の発生段階を表した
図である。ポンテ・ストルトの基本形から、橋の発生過
程を示している。
　
図 20 ポンテ・ストルト分布図
図 21 初期形成時の島の形状とポンテ・ストルトの分布
　　図 22 Ponte dei Frati　　　図 23 Ponte dei Frati
図 24 橋の機能的・形態的分類
Arcades
～ 15C
16C ～
Ponte Storto
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６. 結
　ヴェネツィアには特徴的な橋が古い居住区に多く架け
られており、このことから都市の発展が個々の島で別々
に行われていたことが明らかになった。
　本論文では、特徴的な橋を考察することで、独特な都
市形成を行ってきたヴェネツィアを読み解く新たな視点
を示すことができた。
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（3）各年代の地図から見る変遷
　この節では、15 世紀から現在までの各年代の鳥瞰図
や地図に描かれている橋の数から、変遷を読み解く。
　図 25 は各年代の地図に描かれている橋を総数と
Sestiere（6 区制）ごとの数である。この表を見ると、
1739 年から 1846 年にかけて橋の数が減少していること
がわかる。その後 2011 年には 1739 年よりも増加してい
る。この減少はフランス・オーストリア支配下で運河の
埋立てが頻繁に行われたことが要因である。Cannaregio
地区や Castello 地区の橋の減少が多く、1846 年から現
在にかけては Cannaregio 地区と Castello 地区で大幅に
増加している。1846 年から 2011 年にかけて橋が増加し
たのは、干拓・造成による所が大きいように思われる。
カンナレージョ地区北西部、カステッロ地区南東部が干
拓・造成によって開発されていることがわかる。また、
干拓・造成によって新たな人の流れができ辺鉄道の開通
や道路橋の建設が行われたことによって、陸の交通が運
河の交通と完全に取って代わったことが大きな要因だ。
これらの要因から、陸の交通をより発達させるために橋
は増えたのである。
　また、ポンテ・プリヴァーティの数の変化（図 26）
を見ると、総数にほとんど変化は見られない。1809 年
から 1846 年の間に 20 本もの橋が減少しているが、2011
年には 1809 年と同等以上に増えていることがわかる。
しかし 1739 年と 1809 年では総数こそ変化は見られない
ものの、Sestiere ごとの表を見るといくつかの地区で
大きな増減が確認できる。これは先にも述べたフラン
ス・オーストリア支配下での運河の埋立てによるもの
と、大規模な開発が行われたために橋が減少する地区や
増加する地区があったものと考える。
図 25 各年代に架けられている橋の総数
図 26 ポンテ・プリヴァーティの架けられている数
 
all 2011年 1846年 1809年 1739年 1500年
San Marco 63 54 52 51 43
Santa Croce 46 42 41 45 32
San Polo 41 36 40 47 51
Castello 94 69 75 76 57
Cannnaregio 87 66 73 86 51
Dorsoduro 64 64 77 83 37
all 395 331 358 388 271
Ponte Storto 2011年 1846年 1809年 1739年 1500年
San Marco 22 21 19 17 14
Santa Croce 6 4 5 3 4
San Polo 15 11 16 13 11
Castello 11 8 9 9 9
Cannnaregio 8 5 7 6 4
Dorsoduro 5 5 6 4 2
all 67 54 62 52 44
Ponte Privati 2011年 1846年 1809年 1739年 1500年 　
San Marco 9 8 10 6 2
Santa Croce 3 0 4 4 0 　
San Polo 8 6 6 5 3
Castello 18 8 17 11 6
Cannnaregio 8 2 5 9 2
Dorsoduro 5 5 7 14 0 　
all 51 29 49 49 13
  
Ponte Ingresso 2011年 1846年 1809年 1739年 1500年
San Marco 3 3 3 2 2
Santa Croce 4 4 3 4 4
San Polo 6 6 6 6 6
Castello 4 4 3 4 4
Cannnaregio 2 2 2 2 2
Dorsoduro 2 2 2 2 1
all 21 21 19 20 19
 
all 2011年 1846年 1809年 1739年 1500年
San Marco 63 54 52 51 43
Santa Croce 46 42 41 45 32
San Polo 41 36 40 47 51
Castello 94 69 75 76 57
Cannnaregio 87 66 73 86 51
Dorsoduro 64 64 77 83 37
all 395 331 358 388 271
Ponte Storto
22 21 19 17 14
4 5 3 4
15 11 16 13 1
11 8 9 9 9
8 5 7 4
5 5 6 4 2
67 54 62 52 44
Privati 　
9 8 0 6 2
3 0 4 4 0 　
8 6 5 3
8 17 11 6
2 5 9 2
7 1 0 　
51 29 49 49 13
  
Ingresso
3 3 3 2
4 4 3 4
6 6 6
4 4 3 4 4
2 2 2
2 2 2 2 1
2 1 1 20 9
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